
15 宮城県教育復興懇話会 

（１）宮城県教育復興懇話会について 

東日本大震災からの速やかな復興に向けた，今後の本県の教育施策のあり方について意見等を聴取す

るため，学識経験者等による宮城県教育復興懇話会を開催した。 

 

（２）提言の目的 

宮城県教育復興懇話会での議論を取りまとめ，宮城県震災復興計画に基づく教育施策をはじめとする

今後の取組に反映させる。 

 

（３）宮城県教育復興懇話会の委員（敬称略 五十音順） 
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（４）宮城県教育復興懇話会開催等の経緯 

    平成23年５月25日 宮城県の教育の復興について（自由討議） 

    平成23年６月30日 宮城県の教育の復興に向けた取組等について（論点整理） 

    平成23年７月29日 宮城県の教育の復興に向けた取組等について（意見集約） 

平成23年８月25日 宮城県の教育の復興に向けた提言について（意見集約） 

平成23年９月８日 懇話会から提言書の受理 

 

（５）提言の内容 

イ 教育の復興に向けた取組について 

１ 幼児・児童・生徒の心のケア (1) 教職員によるケアの質の向上 

(2) 学校への専門家の配置 

(3) 家庭における理解促進 

(4) 交流によるケアの促進 

http://www.pref.miyagi.jp/kyou-kikaku/hukko/teigen.pdf


２  単なる復旧にとどまらない 

長 期 的 な 視 野 に 立 っ た 魅 力 

ある学校づくり 

(1) 単なる復旧にとどまらない学校の多機能化 

(2) 学校の適正配置と魅力ある学校づくりの推進 

(3) 学校の特性を活かした魅力ある学校づくり 

３  学校の防災機能・防災拠点 

機能の強化 

(1) 学校の避難所機能の強化 

(2) 防災教育の推進 

(3) 学校機能の早期の回復に向けた取組 

(4) 交流の場としての学校づくりの推進 

４ 未来を生き抜く力の育成 (1) 「志教育」の推進 

(2) 志の土台となる基礎的学力の育成 

(3) 子どものチャレンジ精神を引き出す施策の推進 

(4) 地域行事等への参加を通じた社会との関わりの推進 

５ 沿岸地域への重点的な支援 (1) 家庭学習への支援 

(2) 就学に係る経済的支援 

(3) 就職に対する支援 

(4) 他地域に移転した児童生徒のケア 

(5) 心身に大きなダメージを受けた教職員への支援 

(6) 教職員定数の加配 

(7) 被災地における教職員の復興支援活動の促進 

ロ 取組の推進に当たって 

（イ）地域コミュニティの再生への積極的な関与 

（ロ）多様な主体との連携・交流 

（ハ）市町村教育委員会と一体となった取組の推進 

（ニ）県の組織間における横断的な連携の推進 

（ホ）私立学校への支援 

（ヘ）特別な配慮を必要とする子どもたちに対する支援 

（ト）ボランティア，ＮＰＯ法人，企業との役割分担 

（チ）その他の留意点 

 

（６）提言に基づく今後の対応 

宮城県震災復興計画に基づく教育の再生・復興に向けた取組を推進するに当たり，提言の内容を十分

に踏まえ，教育庁全体としてのみならず県庁内他部局との横断的な連携の下，実効性ある事業実施に取

り組んでいく。また，市町村教育委員会・学校現場等に対しても，今回の提言の内容を幅広く周知し，

それぞれの立場で必要な取組を促していく。 



 

 

 


